
 

第 72回日本栄養改善学会学術総会プログラムのご案内 

 

第 72回日本栄養改善学会学術総会実行委員会 

 

現在のプロプラムの予定は、下記のとおりです。魅力的なプログラムをたくさんご用意しております。7月 31日（木）

まで、早期参加登録（参加費割引）を受け付けています。 

皆様、お誘いあわせの上ご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。 

 

記 

 

1．開催期間： 2025年 9月 12日（金）～14日（日） 

2．開催形式： 現地開催＋会期後オンデマンド配信（※一部） 

3．会場： 東京農業大学世田谷キャンパス（東京都世田谷区桜丘 1-1-1） 

4．テーマ： 健康寿命の延伸をめざして ～実践栄養学のエビデンス構築と展開～ 

5．主な日程（予定） 

第 1日目 2025年 9月 12日（金） 

12：00～ 受付 

13：00～13:15 開会式 

13:15～13:45 学術総会会長講演 

13:45～14：05 学会賞等表彰式 

14:05～15:05 学会賞・奨励賞受賞講演 

15:05～15:35 特別講演 1 

15:35～16:05 特別講演 2 

17:00～19:00 研究自由集会 

 

第 2日目 2025年 9月 13日（土） 

8：30～ 受付 

9：00～17:40 教育講演、シンポジウム 

9：00～17:30 一般演題（口頭発表） 

9：00～17:30 一般演題（示説発表） 

12:25～13:15 ランチョンセミナー 

9：00～17:00 企業展示・書籍展示 

18:00～20:00 学術交流会（懇親会） 

 

第 3日目 2025年 9月 14日（日） 

8：30～ 受付 

9：00～15:20 教育講演、シンポジウム 

9：00～15:00 一般演題（口頭発表） 

9：00～15:00 一般演題（示説発表） 



12:25～13:15 ランチョンセミナー 

9：00～15:00 企業展示・書籍展示 

13:00～１5：0０ 市民公開講座 

15:30～16:00 若手学会発表賞表彰式、閉会式 

 

オンデマンド配信は 2025年 9月 22日（月）～10月 22日（水）を予定しています。 

特別講演、学会賞・奨励賞受賞講演、教育講演、シンポジウムの一部を配信する予定です。 

一般演題の配信は行いません。 

 

6．主なプログラム（予定） 

＊プログラムには変更が生じる場合があります。最新の情報をホームページでご確認ください。 

＜学術総会会長講演＞ 

 石見 佳子（東京農業大学総合研究所 参与・客員教授） 

＜特別講演＞ 

 江口 文陽（東京農業大学 理事長・学長） 

 中村 丁次（公益社団法人日本栄養士会 代表理事会長） 

＜教育講演＞ 

 健康日本 21（第三次）が目指すもの～栄養人材への期待を込めて～ 

 自然と健康になれる社会づくりに欠かせない視点：個人と環境の相互作用 

 栄養の専門家としてできること 〜家庭での“食の備え”と啓発する力〜 

 学校における個別的な相談指導～栄養教諭の資質・能力向上に向けて 

 健康づくりのための睡眠ガイド 2023の活用と課題 

 健康に配慮した飲酒に関するガイドラインの活用と課題 

 味覚と加齢の関連 

 災害に備えた給食施設の BCP 

 実践研究をすすめるための倫理 Q&A 〜ケースで学ぶ実践的スキル〜（日本栄養改善学会学術委員会） 

＜合同教育講演＞ 

 栄養学実践活動における Nutrition Care Process （NCP）の活用と課題（栄養管理（ケア）プロセス研究会・

日本栄養改善学会） 

＜シンポジウム＞ 

 日本人の食事摂取基準(2025年版)の活用と課題 

 アスリートのジュニア期からの健康づくりと栄養教育 

 健康寿命延伸を支える新技術の最前線 

 ライフコースアプローチによる健康寿命の延伸：疫学研究と実践の両輪から 

 給食施設における栄養管理のための栄養量の考え方と現状の課題について 

 栄養と口腔管理の最新動向：健康寿命延伸のための多角的アプローチ 

 低栄養の診断とケアの新時代：GLIM基準の実践と課題を多方面で考える 

 高齢者の保健事業の充実を目指して 

 腸内細菌と健康 

 栄養プロファイリングモデル：世界情勢と日本版の開発 



 機能性表示食品の動向と今後に向けて：適切な栄養教育につなげるために 

＜合同シンポジウム＞ 

 ロコモと骨粗鬆症における栄養のインパクト～最新のガイドラインと食事摂取基準～（日本整形外科学会・日本骨

粗鬆症学会・日本栄養改善学会） 

 ヒトを対象としたエネルギー代謝研究の最近の動向（医薬基盤・健康・栄養研究所・日本栄養改善学会） 

 調査データの正しい活用～食事調査、身体活動量調査、身体組成～（日本運動疫学会・日本キンアンソロポメトリ

ー研究会・日本栄養改善学会） 

 行政栄養士の人材育成に関する課題と今後の在り方～公衆衛生専門管理栄養士制度の創設を契機として～

（日本公衆衛生学会・日本栄養改善学会） 

 ライフステージと時間栄養学〜健やかな成長と働き盛りの健康を支える〜（日本時間栄養学会・日本栄養改善学

会） 

 健康づくりのための身体活動・運動ガイド 2023の活用と課題（日本運動疫学会・日本栄養改善学会） 

 エビデンスから栄養施策策定へ（日本健康・栄養システム学会・日本栄養改善学会） 

 多様な主体による食環境整備の推進 ～健康的で持続可能な食環境への挑戦～（日本栄養改善学会 食環境

整備推進委員会） 

＜交流会＞ 

・学生会員と若手学会員の集い（交流会） 

・支部会活動活性化に向けた意見交換会 

＜学術交流会（懇親会）＞ 

テーマ：「健康寿命の延伸にむけて美味しく楽しく交流しよう！」 

プログラム：「教えてレジェンド」タイム  

試してみよう：「適（減）塩」コーナー、「東京農大特産品」テイスティング＆ショッピングコーナー、等を実施予定。 

（上記変更する場合もございます） 

会 費：調整中 

7月上旬より申込開始予定。お誘いあわせの上、ふるってご参加ください。 

＜ランチョンセミナー＞ 

調整中（7月上旬から申込開始予定。） 

 

7.市民公開講座 

テーマ： 食育基本法制定から 20年～食育の最新動向と今後の展望～（日本食育学会・日本栄養改善学会） 

※併設イベントとして、「栄養相談」、高校生による示説発表「ジュニア栄養改善学会」を開催予定 

 

8.託児室 

   調整中（7月上旬から申込開始予定。） 

 


